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地域福祉とは 
地域福祉とは、地域に住むすべての人が生活しやすい社会をつくるため、地域住民や

福祉関係者などが協力して、地域の福祉課題の解決に取り組んでいこうという考えのこ

とです。 

「福祉」という言葉は、「しあわせ」や「ゆたかさ」を意味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉が進んだ社会のイメージ 
子どもでも、高齢になっても、障がいがあっても、住み慣れた地域で自分らしく幸せに

暮らしたいというすべての人の願いを実現するために、さまざまな福祉の担い手が地域

の福祉課題を把握し、その解決のために「自分たちにできること」「みんなで協力してで

きること」に取り組みます。 

 
どうして地域福祉が必要？ 

 

・人口減少 

・少子高齢化 

・核家族化 

・価値観やライフス 

タイルの多様化 

・地域のつながりの 

希薄化   など 

地域社会の変化 
 

・ひとり暮らし高齢 

者の増加 

・閉じこもり 

（ひきこもり） 

・ダブルケア 

・８０５０問題 

課題（多様化・複雑化）
 

従来の公的サービス

だけでは補いきれな

いため、身近な場所

での「地域福祉」が必

要になります。 

対応するためには 

・総合的な地域福祉活動の下支え 
・公的サービスの提供 

・顔の見える関係をつくる 
・つながりをつくる 
・活動に参加する 

福祉サービス事業者

行  政 

社会福祉協議会 

ボランティア

民生委員・児童委員

ＮＰＯ

自治会

医療機関

その他団体

住  民 

・一人ひとりの自立した生活を 
支える 

・連携してコミュニティづくりを 
進める 



 

 

計画の基本理念 

 

 
 

 

 

住民同士のつながりを強化し、新たな支え合いの輪をつくることにより、年齢や障

がいの有無、住んでいる地域に関係なく安心して暮らすことができるまちを住民・地

域・行政がともに築いていこうという思いを込めています。 
 

３つの基本視点 地域福祉を進めるには、これらの視点が大切になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支え合いの考え方 
 

  

 

 

 

つながりと支え合いのある 

安心して暮らすことのできるまち 

・身近な課題をみつ

ける 

・支援を必要として

いる人をみつける 

・活用すべき資源を

みつける 

・必要なサービスを

必要な人や家庭に

つなげる 

・多様なサービス同

士をつなげる 

・自助・互助・共助・

公助によって支え

合う 

 

【自分・家族】 

個人や家族によ

る助け合い・支

え合い 

自助（じじょ） 
 

【行政】 

公的な制度とし

て福祉サービス

の提供による支

え合い 

公助（こうじょ）
 

【隣近所】 

身近な人間関係

の中での自発的

な助け合い・支

え合い 

互助（ごじょ）
 

【地域】 

地域で暮らす人・

活動団体・行政等

の協働による、組

織的な助け合い・

支え合い 

共助（きょうじょ）

地域住民と行政の相互協力（協働）の領域 

みつける つなげる 支え合う 



 

 

計画で取り組むこと 

住民として、みんなで参加しよう 
 

  

基本目標 

１ 

①地域活動参加のきっかけづくり 

②地域の見守り体制づくり 

③住民同士・住民と地域の支え合いづくり 

④福祉に対する意識の醸成 

⑤健康づくり・介護予防の推進 

地域福祉計画は、持続可能な開発目標『ＳＤＧｓ』と一体的に推進します。 

■基本目標１のＳＤＧｓ 

住民一人ひとりが、地域活動へ関心を持ち、より多くの

人が地域活動に参加するきっかけとなるよう地域コミュ

ニティづくりを促進します。 

さまざまな見守り活動を継続するだけでなく、高齢者

や障がいのある人などの情報を地域で共有し、災害時に

活用できる仕組みをつくり、普段から声かけなどを充実

させます。

身近な地域でも住民同士のつながりの希薄化が懸念さ

れています。地域を支える人材の育成を通じ、住民同士が

支え合う地域づくりを進めていきます。 

イベントや生涯学習などの機会を利用して、地域福祉

に対する住民の意識醸成を図ります。 

住民のニーズに応じた健康づくりへの支援の充実に努

めます。また、介護予防事業を推進して、住民の健康の維

持増進に取り組みます。 

 
市の主な取組

・自治会活動への
参加促進 

・情報の共有と提
供 

・見守り体制の強
化 

・情報の共有と提
供による支え合
いの推進と人材
の育成 

・福祉教育の推進
・出前講座など情

報提供 
・・・など

・健康づくりの意
識啓発 

・健康診査・がん
検診と保健指導

・・・など



 

 

計画で取り組むこと 

支え合える地域をつくろう 
 

  

■基本目標２のＳＤＧｓ 

基本目標 

２ 

①安全・安心な地域づくり 

②地域防災の体制づくり 

③地域で支え合う仕組みづくり 

④災害時に備えた要支援者の支援体制づくり

誰もが地域の中で孤立することなく、身近に暮らして

いる人の異変や課題に気がつき、早期発見・早期対応がで

きる見守り体制の構築を進めていきます。 

市全体の防災意識を向上させるとともに、自ら避難す

ることが困難な人に対する配慮を地域で把握できるよう

連携・連絡体制の強化を進めていきます。 

NPO やボランティア活動団体への支援とともに、地域

の中で高齢者や子育て世帯の困りごとを解決できるよう

地域の機能強化を図ります。 

「避難行動要支援者※２名簿」の内容更新に努めるとと

もに、普段から声かけや見守り活動の体制をつくります。

※１ 自殺の危険を示すサインに気づき

適切な対応を図ることができる人

のこと。 
 

※２ 災害が発生したり、発生の恐れが

ある場合に、自ら避難することが

困難で、その円滑かつ迅速な避難

の確保を図るため特に支援を要す

る人のこと。 

 

・民生委員・児童
委員活動の推進

・防犯・交通安全
への取り組み 

・感染症への対策

・自主防災組織の
育成 

・福祉避難所の指
定・運営体制づ
くり・・・など

・交通弱者の移動
手段の確保 

・ゲートキーパー
※１の養成 

・・・など

・要支援者の支援
体制づくり 

市の主な取組



 

 

計画で取り組むこと 

地域の環境を整えよう 
 

  

基本目標 

３ 

①地域活動推進のための環境づくり 

②地域福祉を担う人材育成 

③ボランティア・市民活動の充実 

■基本目標３のＳＤＧｓ 

地域活動の拠点となる場所の整備や有効活用などによ

り、高齢者や障がいのある人を含め、多くの人が地域で活

躍できる環境の整備を進めます。 

あらゆる世代を対象とした学習機会の提供や福祉教育

の推進に努めます。また、元気な高齢者の活躍の場をつく

り、人材育成の推進を継続します。 

地域課題を発見し、地域での議論や活動を主導するリ

ーダーや団体を育成します。 

 

・高齢者や障がいの
ある人が活躍で
きる地域づくり 

・地域拠点（公民館
等）の有効活用 

・アクティブシニ
ア等の新しい力
の発掘 

・地域子育てサポ
ーターの養成 

・・・など

・ボランティア活
動や地域活動の
コーディネータ
ーの育成 

市の主な取



 

 

計画で取り組むこと 

安心して暮らせるまちにしよう 
 

  

基本目標 

４ 

①相談支援体制の充実 

②必要なサービスを受けられる仕組みづくり

③連携の仕組みづくり 

④支援が必要な人への対策 

⑤権利擁護活動の推進 

⑥住みやすい環境の整備 

■基本目標４のＳＤＧｓ 

住民の「どこに相談してよいかわからない」「たらいま

わしにされる」という状況を解消するために、相談窓口の

認知度向上や相談支援体制の充実を図ります。 

福祉サービスの情報発信に努めるとともに、民生委員・

児童委員などの活動への支援を通して、困っている人が

必要なサービスを受けられる仕組みづくりを行います。 

組織・団体間の連携や連絡体制を構築し、地域の課題や

情報を共有化することで、地域活動の基盤強化を図りま

す。また必要な支援を包括的に提供できるよう努めます。

生活に困窮している人については、個別の状況を把握

して自立に向けた包括的な支援を行います。犯罪や非行

をした人の更生に理解を深め、社会復帰を支援します。 

身近な地域やまちを美しく保つ取組を推進するととも

に、ユニバーサルデザインの啓発や公共施設などのバリ

アフリー化の推進に努めます。 

判断能力が低下した人に対して、権利擁護支援を行い

ます。虐待などの重大な権利侵害に対しては、適切な支援

だけでなく、防止のための周知活動に努めます。 

 

・「ふくし総合相
談窓口」での対
応と連携 

・職員の研修 
・・・など

・情報発信・情報
提供の充実 

・福祉サービスの
適切な提供 

・・・など

・地域包括ケアシ
ステムの構築 

・地域ケア会議の
開催 

・・・など

・権利擁護活動の
推進 

・虐待の防止 

・生活困窮者の把
握・就労支援 

・再犯防止施策の
推進 

・・・など

市の主な取組

・住宅を必要とす
る人への支援 

・公共施設のバリ
アフリー化・ユ
ニバーサルデザ
インの推進



 

 

今治市の包括的相談支援体制 
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計画の詳しい内容は 
こちらからご覧いただけます 

生活支援コーディネーター

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

社会福祉法人 

学   校 

自 治 会 

医療機関 

保護司会 

ボランティア 

Ｎ Ｐ Ｏ 

市民活動団体 

・子育てプラザ 

・ばりっこ広場 

・ハルモニアのお部屋 

・子育て世代包括支援センター 

・要保護児童対策地域協議会 

再犯防止 

・地域包括支援センター 

・地域ケア会議 

・今治市基幹相談支援センター 

・自立支援協議会 

・くらしの相談支援室 

・支援調整会議 

・自殺対策庁内連絡会 

・自殺対策地域連絡会 

・地域別再犯防止推進会議 

・今治市中核機関の設置 

（令和 4 年度～） 

・市民相談 

・消費生活相談 

・弁護士法律無料相談 

・行政無料相談 

・アルコール節酒教室 

子ども・子育て 

高齢者・介護 

障がい（児）者 

生活困窮者・ 
子どもの貧困 

自殺対策 

ひきこもり・ 
孤立化 

成年後見 

ダブルケア・ 
8050 問題 

その他の問題 

今治市における包括的相談支援体制 多機関の協働による 

包括的な相談支援体制

課題の把握・相談


